
総　　括　　質　　問

問
施
政
方
針
で
は
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
り
「
行
か
な
く
て

も
よ
い
市
役
所
」
を
め
ざ
す

と
あ
っ
た
。

　

自
動
車
の
登
録
や
車
検

は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
の
順
次
導
入
で
簡
素
化
さ

れ
て
き
て
い
る
が
、
さ
ら
に

来
庁
の
手
間
を
省
け
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
❶
軽
自
動
車

税
の
納
税
証
明
書
の
完
全
電

子
化
❷
印
鑑
証
明
書
や
住
民

票
の
陸
運
支
局
等
と
の
シ
ス

テ
ム
連
携
❸
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
可
否
を
問
う
。

答
❶
令
和
５
年
１
月
か
ら

軽
自
動
車
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
が
稼
働
と
な
り
、

軽
自
動
車
関
係
手
続
が
オ
ン

ラ
イ
ン
化
さ
れ
る
。
軽
自
動

車
税
の
納
付
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
確
認
で
き
る
の
は
、
納
付

日
か
ら
最
大
10
日
程
度
か
か

る
た
め
、
納
付
直
後
の
車
検

更
新
希
望
者
向
け
に
、
紙
媒

体
を
残
す
も
の
の
、
来
年
１

月
か
ら
は
、
納
税
証
明
書
の

問
❶
人
口
減
少
の
抑
制
に

向
け
た
移
住
・
定
住
及
び
関

係
人
口
創
出
事
業
等
の
進
め

方
に
つ
い
て
❷
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
の
農
業
振
興
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
❸
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
拡
充
に

つ
い
て
❹
地
域
に
密
着
し
た

（
市
民
か
ら
の
要
望
に
支
所

長
決
裁
で
即
対
応
で
き
る
）

支
所
費
の
予
算
計
上
に
つ
い

て
❺
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

ま
ち
づ
く
り
の
実
施
に
伴
う

施
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
❶
昨
年
３
月
に
締
結
し

た
「
せ
と
う
ち
フ
ァ
ン
づ
く

り
協
定
」
に
よ
り
隣
接
す
る

３
市
（
尾
道
市
・
竹
原
市
・

本
市
）
と
JR
西
日
本
が
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
資

源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

第
２
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
や

農
業
支
援
な
ど
を
通
じ
た
関

係
人
口
創
出
に
取
り
組
む
。

❷
こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興
の

柱
と
し
て
、
優
良
農
地
集
積

に
よ
る
収
益
性
の
高
い
稲
作

提
示
が
不
要
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

❷
住
民
票
な
ど
と
の
シ
ス
テ

ム
連
携
は
で
き
て
い
な
い
た

め
、
現
時
点
で
は
デ
ー
タ
連

携
は
不
可
能
で
あ
る
。

❸
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

つ
い
て
も
、
国
か
ら
の
情
報

提
供
が
な
く
、
現
時
点
で
は

示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

経
営
の
推
進
、
白
ネ
ギ
や
ト

マ
ト
等
の
園
芸
品
目
の
産
地

拡
大
、
そ
れ
ら
の
生
産
性
向

上
を
後
押
し
す
る
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
導
入
を
図
り
、

儲
か
る
農
業
と
し
て
の
企
業

的
経
営
体
の
育
成
、
支
援
を

積
極
的
に
行
う
。

❸
日
常
の
生
活
を
維
持
す
る

た
め
、
よ
り
利
便
性
の
高
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
行
政
か

ら
地
域
へ
積
極
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
令
和
４
年
度
、

市
内
交
通
利
用
不
便
地
区
の

高
齢
化
率
の
高
い
地
域
に
対

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

❹
本
庁
・
支
所
を
あ
わ
せ
た

事
業
箇
所
数
や
対
象
事
業
の

業
務
量
、
人
員
配
置
、
事
業

の
必
要
性
や
使
途
な
ど
含
め

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

❺
市
民
か
ら
の
声
を
大
切
に

受
け
止
め
、
納
得
感
が
得
ら

こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
に
伴

う
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

問
国
で
は
、
令
和
５
年
４

月
に
向
け
て
、
こ
ど
も
家
庭

庁
創
設
の
議
論
が
行
わ
れ
て

い
る
。
❶
本
市
に
お
い
て
も

部
署
横
断
的
な
新
た
な
担
当

部
署
を
設
け
る
の
か
。
❷
こ

ど
も
に
対
す
る
支
援
体
制
は

何
が
変
化
す
る
の
か
。

答
国
の
基
本
方
針
で
は
、

内
閣
府
や
厚
生
労
働
省
所
管

の
子
ど
も
に
関
す
る
施
策
を

移
管
し
、
こ
ど
も
家
庭
庁
に

お
い
て
一
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

❶
本
市
の
体
制
に
つ
い
て

は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
組
織

の
形
態
や
分
担
な
ど
、
詳
細

が
示
さ
れ
た
段
階
で
改
め
て

検
討
し
て
い
く
。

❷
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た

政
策
立
案
や
プ
ッ
シ
ュ
型
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
な

ど
、
よ
り
積
極
的
な
対
策
を

行
う
組
織
に
変
化
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す

く
す
く
」
で
は
、
先
進
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
も
あ

る
が
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
方

針
に
合
わ
せ
た
、
さ
ら
な
る

機
能
強
化
を
検
討
し
て
い

く
。

れ
る
対
応
策
や
施
策
立
案
に

向
け
、
関
係
機
関
や
庁
内
横

断
的
な
連
携
を
図
り
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問
今
後
30
年
以
内
に
発
生

す
る
確
率
が
高
い
「
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
」
対
策
に
つ
い

て
問
う
。

答
本
市
で
は
、「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
計

画
」
並
び
に
「
三
原
市
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
」
を
策
定

し
て
い
る
。
今
後
、
津
波
か

ら
の
避
難
対
策
や
緊
急
物
資

の
調
達
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な

ど
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加

速
さ
せ
て
、
市
民
の
安
全
確

保
に
努
め
る
。

自
動
車
関
係
手
続
の
電
子
化
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
行
政
の
支

援
・
施
策

現在の交付申請書

高た
か

原は
ら 

伸し
ん

一い
ち 

議
員
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つ
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施策の3つの視点

総　　括　　質　　問

問
中
心
市
街
地
の
活
性
化

策
に
つ
い
て
。

答
中
心
市
街
地
の
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
化
の
推
進
と
経

済
活
力
の
向
上
に
向
け
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

第
二
期
計
画
で
は
、「
三

原
内
港
再
生
事
業
」
や
本
町

地
区
の
「
魅
力
あ
る
ま
ち
な

み
づ
く
り
事
業
」
等
を
実
施

す
る
。

問
海
岸
線
に
立
地
す
る
企

業
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

答
企
業
・
県
・
市
の
３
者

で
意
見
交
換
を
実
施
し
て
お

り
、
企
業
側
で
課
題
を
整
理

さ
れ
、
行
政
と
し
て
支
援
で

き
る
こ
と
は
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。

問
地
元
企
業
の
支
援
と
育

成
に
つ
い
て
。

答
地
元
企
業
の
事
業
拡
張

等
に
よ
る
産
業
の
振
興
や
雇

用
の
機
会
確
保
は
本
市
の
経

済
を
活
性
化
し
て
い
く
上
で

重
要
だ
。

　

現
在
、
生
産
設
備
等
投
資

額
奨
励
金
・
雇
用
奨
励
金

問
施
政
方
針
か
ら
人
口
問

題
と
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
２

点
に
つ
い
て
問
う
。

　

人
口
問
題
に
つ
い
て
は
、

施
政
方
針
の
な
か
で
企
業
誘

致
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た

地
方
移
住
の
受
け
皿
、
市
民

生
活
の
利
便
性
、
都
市
機
能

維
持
確
保
が
重
要
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
て
お
り
同
意
見
で

あ
る
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
施

策
を
愛
着
づ
く
り
、
経
済
の

活
性
と
循
環
、
人
づ
く
り
の

３
つ
に
分
類
し
、
施
策
を
整

理
し
、
施
策
の
不
足
、
ま
た

追
加
を
提
案
す
る
。
ま
た
、

人
口
獲
得
施
策
に
お
い
て
、

自
分
の
将
来
を
描
け
る
た
め

に
は
、
住
む
ま
ち
の
30
年
後

の
将
来
を
見
せ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

過
去
に
も
提
案
を
し
て
き
た

が
２
０
５
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
を
提
案
す
る
。

　

次
に
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
、

本
市
の
進
む
べ
き
方
向
は

概
ね
よ
い
と
感
じ
て
い
る
一

方
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
が
社

の
交
付
や
、
固
定
資
産
税
を

３
年
間
免
除
す
る
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
。
県
に
お
い
て

も
企
業
立
地
促
進
助
成
制
度

に
よ
り
、
設
備
投
資
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
、
市
と
県
が
合
同
で
積
極

的
に
支
援
す
る
。

問
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
。

答
大
規
模
災
害
時
に
は
全

国
の
自
治
体
や
消
防
な
ど
の

人
的
支
援
や
食
料
生
活
必
需

品
な
ど
の
救
援
物
資
が
集
ま

る
と
想
定
し
て
い
る
。

　

現
在
進
め
て
い
る
松
浜
２

工
区
の
港
湾
事

業
は
、
平
常
時

は
新
た
な
賑
わ

い
を
創
出
し
、

大
規
模
災
害
発

生
時
に
は
復
旧

等
の
広
域
的
活

動
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
果
た

す
重
要
な
事
業

で
あ
る
。

問
三
原
西
バ

会
に
取
り
残
さ
れ
る
と
感
覚

を
持
つ
人
が
多
い
。

　

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
、
市
民
は
窓
口
対
応

等
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と

で
利
便
性
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、企
業
、団
体
な
ど
も
、

仕
事
の
効
率
と
質
の
向
上
を

得
ら
れ
る
と
期
待
す
る
。
そ

こ
で
経
済
団
体
、
ま
ち
の
担

い
手
な
ど
を
巻
き
込
み
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
な
ど
の

共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
開
催
し
て
理
解
を
求
め
る

と
と
も
に
、
ワ
ク
ワ
ク
感
を

出
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
す

る
。

答
人
口
問
題
に
つ
い
て

は
、
本
市
で
は
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
な
か
で
、
出
生
・
死
亡
、

転
入
・
転
出
の
人
口
増
減
に

着
目
し
、
基
本
目
標
を
５
つ

に
分
け
て
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

し
か
し
、
各
施
策
の
つ
な

が
り
な
ど
に
課
題
が
あ
る
た

め
、
今
後
、
提
案
の
考
え
方

イ
パ
ス
延
伸
の
将
来
展
望
に

つ
い
て
。

答
三
原
バ
イ
パ
ス
新
倉
町

ラ
ン
プ
か
ら
本
郷
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
向
け
た
西
の
区

間
の
渋
滞
解
消
や
災
害
時
の

代
替
路
の
確
保
の
た
め
バ
イ

パ
ス
の
整
備
は
必
要
だ
。

　

市
中
心
部
と
空
港
や
山
陽

自
動
車
道
、
西
部
工
業
団
地

や
本
郷
産
業
団
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
性
の
強
化
は
、
本
市
の

み
な
ら
ず
備
後
圏
域
全
体
の

経
済
発
展
に
も
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
す
の
で
、
県
や
国

に
対
し
て
、
令
和
３
年
度
か

ら
早
期
事
業
化
に
向
け
て
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
本
市
の
発
展
、

ま
た
住
み
や
す
さ
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
将
来
を
見

据
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

も
参
考
に
し
な
が
ら
整
理
を

し
て
い
き
た
い
。

　

２
０
５
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
研
究
を
進
め
る

と
と
も
に
、
具
体
的
な
実
施

方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
見
え
る
化

に
つ
い
て
は
、
提
案
を
実
際

に
見
た
り
、
体
験
が
伝
わ
る

情
報
発
信
に
努
め
る
。
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
活
用
の
提
案
に
は

ま
ず
は
庁
内
の
検
討
か
ら
に

な
る
が
、
経
済
団
体
な
ど
と

の
協
働
も
検
討
す
る
。

■
こ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

● 
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

三
原
市
の
将
来
都
市
構
想
に
つ
い
て

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

仁に

ノの

岡お
か 

範の
り

之ゆ
き 

議
員

正し
ょ
う

田だ 

洋よ
う

一い
ち 

議
員
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総　　括　　質　　問

問
県
内
給
水
人
口
の
約
８

割
を
抱
え
る
広
島
市
、
福
山

市
、
呉
市
、
尾
道
市
、
大
竹

市
な
ど
が
、
広
域
化
に
参
加

し
て
い
な
い
理
由
を
問
う
。

答
広
島
市
は
低
廉
な
水
道

料
金
を
め
ざ
し
て
お
り
、
広

域
化
に
よ
る
格
差
縮
小
は
な

じ
ま
な
い
。
福
山
市
は
健
全

経
営
が
持
続
可
能
で
あ
る
こ

と
。
呉
市
は
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
更
に
向
上
さ
せ
る
た

め
。
尾
道
市
は
広
域
化
の
メ

リ
ッ
ト
が
少
な
く
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
す

た
め
。
大
竹
市
は
水
道
料
金

の
統
一
に
よ
る
値
上
げ
の
可

能
性
を
危
惧
し
て
、
不
参
加

を
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

問
水
道
企
業
団
設
立
準
備

協
議
会
か
ら
の
脱
退
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
構

成
団
体
の
同
意
は
不
要
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
規
約
と

矛
盾
す
る
。
改
め
て
脱
退
手

続
き
に
つ
い
て
問
う
。

答
協
議
会
か
ら
の
脱
退
に

つ
い
て
は
、
規
約
の
中
で
は

構
成
団
体
の
同
意
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
構
成
団
体
の

市
町
に
対
し
て
、
丁
寧
に
根

拠
を
説
明
し
て
脱
退
す
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
る
。

問
広
域
化
後
の
10
年
間

に
、
経
営
状
況
が
悪
化
し
た

市
町
に
対
し
て
企
業
団
が
取

る
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答
10
年
間
は
各
市
町
の
事

務
所
で
区
分
経

理
を
行
い
他
の

事
務
所
の
損
益

等
に
影
響
さ
れ

な
い
運
営
が
で

き
る
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し

一
時
的
に
経
営

が
厳
し
く
な
る

市
町
が
想
定
さ

れ
、
県
や
経
営

状
況
に
余
裕
の

あ
る
市
町
が
資

金
融
通
す
る
制

度
を
検
討
し
て

い
る
。

問
資
金
融
通

に
よ
り
、
本
市
の
市
民
の
た

め
に
使
わ
れ
る
べ
き
税
金
が

他
の
市
町
に
流
出
す
る
の
で

は
、
市
民
の
理
解
は
到
底
得

ら
れ
な
い
と
考
え
る
が
見
解

を
問
う
。

答
こ
の
資
金
融
通
に
つ
い

て
は
各
市
町
が
判
断
す
る
も

の
で
、
本
市
が
負
担
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

問
企
業
団
に
参
加
し
た
場

合
、
地
元
関
係
業
者
に
事
業

量
や
発
注
方
法
へ
の
影
響
が

出
る
の
で
は
な
い
か
。

答
今
後
も
、
地
元
関
係
業

者
と
は
協
議
調
整
を
行
い
、

関
わ
り
は
変
わ
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

德と
く

重し
げ 

政ま
さ

時と
き 

議
員

市民の命の水を守ろう

平成30年7月豪雨災害調査特別委員会を開催し、事業の進捗状況を確認しました
農地・農林業用施設及び公共土木施設の復旧状況（R4年2月末現在）

現状評価及び今後の取組み
　農地・農林業用施設の単独事業に遅れが見られるものの最終段階を迎えており、令和４年度中の完了が見
込まれている。また、令和３年豪雨災害の復旧工事も併せて進め、早期の復旧・復興に向けて引き続き取り
組むと説明があった。

事業名
進捗状況 完成状況

進捗率 契約率 契約件数 完成件数
補
助
事
業

農地・農林業用施設災害復旧事業 88.9％ 99.6％ 475件 424件

公共土木施設災害復旧事業（道路・河川・橋梁） 92.8％ 100.0％ 306件 284件

単
独
事
業

農地・農林業用施設災害復旧事業 78.0％ 79.7％ 781件 764件

公共土木施設災害復旧事業（道路・河川・橋梁） 96.4％ 96.9％ 2,443件 2,430件

YouTubeで委員会映像を配信開始！
令和4年6月から

令和３年度広島県
市町議会議員知事表彰

　現在、本会議の映像を YouTube で配信していますが、
令和 4年 6月定例会から委員会映像の配信も行います。
　対象となる委員会は、常任委員会、特別委員会などの
議案審査に関わる会議です。
　本会議で委員会付託された議案がどのように審査され
るのか、是非ご覧ください。

　永年にわたり地域の振興と住民自治の
向上に貢献した功績により、次の議員が
表彰を受けました。

分野達見 議員（通算30年以上在職）三原市議会
チャンネル

10VOL.68（令和４年５月）みはら市議会だより
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